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タイ進出50年で
最大の変革期。
目指すは、業界3!!]

東京海上日動火災保険
（タイランド）
社長
三木
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日
本
最
大
級
の
保
険
会
社
グ
ル
ー
プ
「
東
京
海
上
ホ
lル
デ
イ
ン
ダ
ス
」
。同
社
は
、大
型
買
収
を
テ
コ
に
利
益
に
占
め
る

海
外
の
比
率
が
印
%
と
圏
内
損
保
3メ
ガ
の
な
か
で
も
群
を
抜
く
。
損
保
市
場
最
後
の
未
聞
の
地
と
呼
ば
れ
る
東
南
ア

ジ
ア
。な
か
で
も
重
要
拠
点
と
位
置
づ
け
る
タ
イ
現
地
法
人
を
任
さ
れ
た
三
木
晋
吉
社
長
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

ー
タ
イ
進
出
歴
が
非
常
に
長
い
と
聞
き

ま
し
た

三
木

。東京海
上
。の冠が
ついたのは

2
010年
で
す
が
、
実
際
に
進
出
し
た

の
は
、
約
叩
年
前
に
遡
り
ま
す
。現
在
は

タ
イ
閣
内
に
泊
支
店
、日
本
人
駐
在
員
幻

人
を
含
め
た
、
約
8
0
0人
の
体
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。弊
社
グ
ル
ー
プ
の
海
外
現
地

法
人
の
な
か
で
も
大
組
織
で
す
。

－
他
社
（
ラ
イ
バ
ル
損
保
）
と
比
較
し
て

も
、海
外
展
開
で
は
一
歩
リ
lド
で
す
ね

三
木
おかげさまで、
海
外
進
出
は
古

く
、
英
国
や
米
国
は
10
0年
以
上
経
ち

ま
す
。昨今は、
10
0
0億
円
以
上
の

M
＆
A
もいくつか
手
が
け、
0
3年
に
5

%
程
庵た
った
利
益
に
占
め
る
海
外
の
比

率は、
1
3年
に
は
約
叩
%
に
及
び
ま
す
。

そ
の
な
か
（海
外
市
場
）で
も
ア
ジ
ア
、
と

り
わ
け
東
南
ア
ジ
ア
は
、
将
来
性
の
高
い

地
域
と
し
て
注
目
の
地
で
す
。弊
社
に
と

って、インドネシア、インド
、タイは、東

南
ア
ジ
ア
地
域
の
3大
重
要
拠
点
と
し
て

捉
え
て
い
ま
す
。前
者
2ヵ聞は、
一言
わ
ず

と
知
れ
た
人
口
大
因
。そ
れ
と
比
較
し

て、タイは
6
0
0
0万
人
と
少
な
い
で
す

が
、
ア
ジ
ア
の
デ
ト
ロ
イ
ト
と
一吉
わ
れ
る
よ

うに、
自
動
車
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業

大
集
積
地
で
あ
り
、
日
系
企
業
の
進
出
数

で
は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。従
来
は
火
災

や
貨
物
な
ど
の
法
人
向
け
の
損
害
保
険

が
収
入
保
険
料
のポ
1
トフォリ
オ
の
大

部
分
を
占
め
て
お
り
ま
し
た
。ただ、最

近
で
は
中
間
所
得
層
の
増
加
により、個

人
向
け
損
保
の
拡
大
が
進
み
、
個
人
向
け

自
動
車
保
険
が
ポ
lト
フ
ォ
リ
オ
の
半
分

を
超
え
る
な
ど
、
法
人
対
個
人
の
比
率
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

－
新
車
販
売
減
の
彫
響
は

三
木

1
1年
の
洪
水
後
の
復
興
縛
要
に

よ
る
好
景
気
や
扱
保
の
重
要
性
の
高
ま

り
を
受
け、
13年
ま
で
の
業
績
は
好
測

を
示
し
て
い
ま
し
た
。ただ、
14年は、

政
情
不
安
や
自
動
車
新
車
販
売
台
数
の

減
少
に
よ
り
、
収
益
は
硲
保
し
た
も
の
の

売
上
H
保
険
収
入
自
体
は
減
退
し
ま
し

た
。とはいえ、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
タ
イ

の
損
保
市
場
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
A
E
C

（A
S
E
A
N経
済
共
同
体
）発
足
後
を

加
味
す
れ
ば
、
見
通
し
は
明
る
い
と
予
測

して
います
。

ー
景
気
回
復
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す

三
木

マーケ
ット
自
体
が
拡
大
し
て
い

る
た
め
、
目
標
数
値
も
毎
年
二桁
増
の
伸

びで
設
定
し
て
い
ま
す
。A
EC発
足
後

は、
陸
AQ胃
μANで、ヒト・モノ・カネ
・サ

ービスの
往
来
増
加
が
予
想
さ
れ、ハプと

し
て
位
置
付
け
さ
れ
る
タ
イ
の
重
要
性
は

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。中
間
所
得
層
の
相

加
に
伴
う
個
人
向
け
損
保
の
さ
ら
な
る

機
会
の
拡
大
な
ど
現
在
は
、
進
出
回
年
の

な
か
で
も
最
大
の
変
革
期
で
あ
り
、
飛
躍

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
段
階
だ
と
自
覚
し

て
い
ま
す
。そ
れ
を
実
現
す
るべく
、昨
年

説担任し
た
際
に
ぶ
ち
上
げ
たのが
、業界

7
位
か
ら
3位への
浮
上
で
す
。今
後
5

年
で
達
成
す
る
つ
も
り
で
す
。

l目
練
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
峨
略

や
4
F三

木

3位
を
掲
げ
た
後
に
、
設
置
し
た

のがメコン釜
（1月
立
ち
上
げ
）
で
す
。A

EC発
足
で
活
発
な
往
来
が
期
待
さ
れ
る

メコン河下流域（タイ、ミャンマー、ラオ

ス、カンボジア
）へのサービス
展
開
を
見

起
し
た
部
署
で
す
。旺
媛
な
イ
ン
フ
ラ
事

業
への
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。お
客
様
へ
の
高
品
質

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
最
優
先
で
あ
り
、
す
ぐ

に
は
利
益
を
出
せ
る
と
は
考
え
て
いませ

ん
。岡
地
域
の
経
済
発
展
に合わせ、
m

l
却
年
ス
パ
ン
で
の
利
益
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。ま
た
、足
元
の
収
益
増
へ
の
対
応

と
し
て
は
、
昨
年
は
タ
イ
国
内
に
4
支
店

を
開
設
し
ま
し
た
。
保
険
収
益
を
伸
ば

す
に
は
、
物
量
H
規
模
拡
大
が
必
要
で
す

から
。

－
赴
任
後
、早
々
の
対
応
は
さ
す
が
で

す
ね

三
木
も
と
も
と
米
国
で
生
まれ育ち、

昨
年
4
月
の
タ
イ
赴
任
前
は
米
国
に
計

日
年
、そ
の
前
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
5年
と
海

外
畑
が
長
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。φ
慣
れ
な
い
海
外
生
活
eと
言
わ
れ
る

よ
う
な
獲
がない
分
、えヒ
l
デ
ィ
に
動
け

ている
のだ
と
思
い
ま
す
。

iニ
木
社
長
と
い
え
ば
、バ
ス
ケ
ット
の

元
日
本
リ
lグ
選
手
と
い
う
顔
を
お
持

ち
で
す
ね

三
木

中
学
3年
生
の
頃
に
は
、
す
で
に

19
3センチ
を
超
え
、
高
校
・
大
学
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
打
ち
込
み
、
入
社
後
は
日
本

リ
l
グで
続
け
ま
し
た
。丸
9年
の
選
手

生
活
を
引
退
し
た
直
後
にフ
ィ
リ
ピ
ン
駐

在
が
決
まり、そ
こ
か
ら
海
外
畑
を
歩
む

こと
に
な
り
ま
し
た
。

1現
在
は
？

三
木

タ
イ
に
き
て
か
ら
は
立
場
上
、
会

食
や
付
き
合
いが
多く、
また、ご
存
知
の

よ
う
に
週
末
は
ゴ
ル
フ
で
す
ね
。そ
う
し

た
場
で
企
業
の
ト
ッ
プ
と
知
り
合
い
、
保
険

に
か
ら
む
悩
み
を
聞
き
、
そ
れ
に
お
答
え

す
る
こ
と
が
命
題
で
す
。ちなみに、
運

動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、
い
ま
で
も
腹

筋
は
毎
日
3
0
0回
し
て
い
ま
す
。
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－
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
へ
の
注
力
は
、海
外

畑
に
と
っ
て
は
や
り
が
い
あ
り
ま
す
ね

三
木

私
の
役
目
は
飛
躍
に
向
け
た
種

ま
き
を
施
す
こ
と
で
す
。凶
年
、
加
年
後

に
花
開
く
よ
う
な
基
盤
づ
く
り
が
責
務

で
す
。また、
経
営
者
と
い
う
立
場
は
、
社

員
の
家
族
を
含
め
た
責
任
も
重
大
で
、
や

り
甲
斐
と
い
う
点
で
は
申
し
分
な
く
、
挑

戦
あ
る
の
み
で
す
。
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